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（続紙 ２ ）                          
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
 吉村氏の博士学位論文は、いくつかのセミパラメトリックモデルに関してモデル
選択とモデル平均の方法を提案し、その有用性を理論的に、またモンテカルロシミ
ュレーションによりに示したものである。パラメトリックモデルに関しては、古く
からモデル選択の方法が提案されてきた。しかし、近年計量経済学で重要なアプロ
ーチになりつつあるセミパラメトリックモデルに関しては、まだ十分には研究が進
められておらず、いくつかの競合するセミパラメトリック計量経済モデルが考えら
れる時にどれがよいのかをデータに基づいて決める手法を整備することは重要であ
る。その意味で、これは統計理論として興味深い問題であるばかりでなく、経済学
での実証研究でも大きな意味をもつ課題である。また、モデル平均は歴史的にはベ
イズ統計学の枠組みの中で考えられることが多かったが、近年の研究で頻度論の枠
組みにおいても有用な手法であることが示されている。この研究では、この流れに
おいてセミパラメトリックモデルのモデル平均を提案するという、新規性の高いテ
ーマを扱っている。いずれの問題も、近年発展が著しいミクロ計量経済学の分野の
一部を担う最先端の結果を得たものである。 
 第３章は、サンプルセレクションがある場合などに有効な、部分線形モデルと呼
ばれる計量経済モデルにおいて、特に興味のあるパラメータに重点をおいた情報量
基準を提案するものである。これは、興味の薄い部分に関しては多少の過誤を許し
つつ、興味対象に関しては厳しくモデルの良しあしを調べるという、合理的な方法
である。セミパラメトリック分析では、モデルの一部に主たる興味があることが多
い。したがって、モデルを選択する際にも、モデル全体の当てはまりの良さは不必
要である場合が多く、的確なアプローチであると考えらえる。今後、セミパラメト
リックなモデル選択はこのような方向へ研究が進められていくであろう。第５章で
は、分散不均一な回帰モデルにおけるGLS推定量ベースのモデル平均推定量の漸近的
特性を調べている。既存研究ではOLS推定量のモデル平均推定を考える場合が殆どで
あり、とくに実際に計算可能なGLS推定は小標本ではあまりうまく機能しないことが
多いにも関わらず、シミュレーションにおいて小標本でもモデル平均が比較的うま
く機能することが示されており、大変興味深い結果である。第6章は部分線形変動係
数モデルのモデル平均推定量を提案するものである。これは、計量経済学ではＲ＆
Ｄの効果を含めた生産関数の推定に応用することが可能なモデルである。既存の実
証研究では、Ｒ＆Ｄを含めた生産関数の推定からうまく投資効果を抽出できないこ
とも多く、新たに提案されたアプローチによって、より精度の高い推定が可能にな
ることが期待される。 
以上の学術的貢献は高く評価できるものであり、平成27年1月15日に論文内容とそ
れに関連した口頭試問を行った結果、同氏の学位論文を合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
  
